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 再処理施設から発生する低放射性廃液の固化処理方法として、廃液中のリンを固化体の骨格に利用可能

な鉄リン酸ガラスに着目し、夾雑元素を含む廃液の溶融ガラス化試験の計画を検討した。 
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1. 緒言 

 低放射性廃液の処理には、従来、セメント固化を用いることが検討されているが、リン酸イオン等が多

く含まれる廃液の処理には、セメントの凝固反応の阻害による充填率の低下等の課題があった。これまで

本研究では、廃液中のリンを固化体骨格に利用可能な鉄リン酸ガラスに着目し、模擬廃液を用いた溶融ガ

ラス化試験を行って、処理可能であることを示してきた[1 - 3]。今年度、低放射性廃液に含まれる夾雑元素を

考慮した溶融ガラス化試験を計画しており、本報告では、昨年度までの成果にもとづく鉄リン酸ガラスの

組成条件や、既存の低放射性廃液の分析結果を踏まえた夾雑元素の混入量等について説明する。 

2. 鉄リン酸ガラスの組成条件（表 1参照） 

 昨年度の検討から、処理時の組成条件を調整する

ことで（Fe：P：Na = 1.0：1.6：1.5 [mol 比]）、廃棄

物充填率を 29wt%まで高められることが分かった。

本条件を用いて、夾雑元素を考慮した溶融ガラス化

試験を実施する。 

3. 夾雑元素の混入量（図 1参照） 

 低放射性廃液中の夾雑元素を分析した既往研究[4]

を参考に検討した。夾雑元素の量は、ガラス中の鉄

に対して、アルカリ金属合計で 3×10-8 [mol/mol-Fe]、

アルカリ土類金属合計で 5×10-3 [mol/mol-Fe] 程度

となった。本研究では、過去、鉄リン酸ガラスへ夾

雑元素を 0.01～0.1 [mol/mol-Fe] の条件で添加する

試験を実施しており、現時点では、夾雑元素の大半

はガラス中に閉じ込めることができると予想される。 
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鉄リン比 

〔mol比〕 

Na添加量〔Na/Fe (mol/mol)〕  

1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 

Fe:P=1:1.5 ○ ○ ○ ○ ○ × × － 

Fe:P=1:1.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 

Fe:P=1:1.7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × 

Fe:P=1:1.8 ○ ○ ○ × × － － － 

表 1 鉄リン酸ガラスの組成条件の検討結果 

○：ガラス化 △：結晶化の可能性有 ×：結晶化 －：試験せず 

図 1 夾雑元素の混入量の検討結果（例） 

（想定条件） 

リン酸廃液：スラッジ＝1：0.1 [体積比]で混合 

組成調整のため試薬（Fe2O3, NH4H2PO4）を添加 

（単位：mol/mol-Fe） 
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